
母親の「地域の学校で学ぶ」の手記を読んで

－ともに学ぶと、みんな大切な友だちになれる－

宮城県は、障害児教育将来構想で地域の学校での統合教育推進を掲げている。その推進

、 、 （ ）。の一環か 先日県北で シンポジウムが開催されたよう 私はあいにく別用で聴講できず

当日、６年間地域の小学校に通学し、この４月から地域の中学校に通うお子さんの母親

（私のメル友）が、シンポジストとして話した「地域の学校で学ぶ－たくさんの支援が必

」 （ ） 。要な子どもの暮らし－ と題するレポ－ト ２ から掲載：参照 を郵送していただいたP

この６年間の経過がよく分かる実によくまとまっている文章であり、そのことを母親に

伝えると、次のように返信をくださった。

「私は、同級生が親切に接してしてくれるのは、障害があるからではない。６年間一緒に

過ごした大切な友達だから、助け合う対等な『お互い様』の関係を築けた。差別的な立場

から解放されたように感じた。

重い障害がある子ではなく、たくさんの支援が必要な子であると、親は思うようになっ

た！障害が重い分だけマイナスされた人権が、支援を受ける権利がプラスされた人権であ

ると思うようになった。

『ともに学ぶと、みんな大切な友だちになれる 』と話しました 」。 。

今は、障害児が地域の学校に通うケ－スも増えてきているが、この親子が６年前から、

しかも重度の障害があり、また医療的ケアを必要とするお子さんだけに、どれ程教育界の

無理解な壁が厚かったかを知るだけに、この親子には「よく頑張ったね 」とだけでの気。

休めな声はかけられないし、無理解だった社会の一員として謝りたい気さえする。

医療的ケアを必要とする子どもたちは、地域の学校への入学を拒否されたり、養護学校

でも医療的ケアについては、どこか当事者抜きの論争が未だ続いている。

「障害があるからではない。６年間一緒に過ごした大切な友達だから、助け合う対等な

『お互い様』の関係を築けた 」と語るこの親子に、教育界関係者は何と声をかけるので。

あろうか。

それでもなお、教育環境改革への努力を差し置いて 「障害児は、養護学校へ」と勧め、

るのであろうか。一人一人に尋ねたいものである。

“ ”を、決して忘れないで欲しい！Children with disabilities are children, first.
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理想の統合教育探る 障害児保護者ら意見交換 古川 

 障害のある子どもが、地域の学校で学ぶ統合教育について考えるシンポジウム「地域の学校でともに学ぶこと
はどうなる？」が２５日、宮城県古川市のパレットおおさきであった。県教委が推進する統合教育のモデル事業の
課題などについて、障害児の保護者や教育関係者らが意見を交わした。 
 
 ＮＰＯや古川養護学校父母教師会でつくる実行委員会の主催。重い障害のある長女が登米市石越中に通う中
村和恵さん、ＮＰＯ法人「共育を考える会」事務局長の飯嶋茂さんら５人が、パネル討論した。 
 中村さんは、医療的ケアや車イスが必要な長女の繭さんが地元の石越小を卒業し、４月に石越中に入学した経
緯を紹介。「同級生も親切に接してくれる。中学に入り、友人らとコミュニケーションしたい気持ちが強くなった」と語
った。 
 
 繭さんが授業を受ける学習支援室は校舎１階にあり、在籍先の普通学級は２階にあるため、「移動が大変で、同
級生と交流する時間が少ない。エレベーターが必要」と課題も指摘した。 
 飯嶋さんは「補助教員や介助員がいないと統合教育は無理という声もあるが、学校全体で障害児を受け止める
気持ちや体制があれば、施設や人員面の課題はカバーできるはずだ」と述べた。  
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